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<施設園芸の経営と栽培型> た労力で、は，広い面積栽培するには，何回かに分けて作

付けして収穫労力を平均化する。とういうことのできる

のも，環境調節ができるという施設栽培の特徴である。トマトの経営と栽培型

千葉県農業試験場
野菜研究室長

荻原佐太郎

トマト栽培の収益性は高い。しかしそれなりに多くの

労力と資材を要する。とくに施設栽培では生産費中施設

費の占める割合いが大きいために，石油ショッグ以来の

物価高は施設経営をおびやかしている。そのために，よ

トマトは野菜の中でも極めで集約的な作物であり 3 栽

培技術は科学的な色彩が強い。収量は普通10a当り 10t 

前後であるが，長期多段栽培では20t ，...._，25 t以上の収穫

が可能であり 3 施設栽培は早出し，晩出しするばかりで

なくて，栽培期聞を延長して多収穫することにも意義が

り高い技術水準が要求されてきている。

温室促成栽培

トマトの生育には強い光線を必要とする関係から，真

冬の栽培では総合してガラス室がすぐれている。このた

め，野菜用ガラス室の冬作はトマトが多い。目下の中心

は静岡，愛知の 2県であり，全国で約 100haくらいある。ある。

また，降雨の多いわが国では，病害の発生 表 1 作型と主産地および品種

が激しいので，雨除けによる防除の省力化を 一一一 日以収監|

目的にした施設栽培が，高冷地の抑制栽培に 月淵1 別|
普及し始めている。そして今では盛夏期を除 混 主 13~5}月叶]川1 10月上旬州仲|ドl叫下勾 1 9 t I 愛訓蜘先知Jo 静附叩(ケフア~'7，λ トけ〕
けば，ほぼ3 周年施設内でトマト栽培が行わ今 十 高知・千葉 oj¥'.J1阿・f，.'f馬

、ゥス越冬 12~6 月 19 月上旬 111月中旬 1 18 t 1 (高知ファ}スト・はごろ
れている。 I 1 I ~~/. I 'V I .V' Iもoíl~m:・岩間〉
主な栽培型は表1のようであり，その施設 一一丁 |千葉・静岡〈ハウスほまれ

ハウス半促成 14~6 月 110月中旬 1 1月上旬110 t I・京光K号。宝冠2号・ひ
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施設と装備に応じて，促成あるいは抑制栽培 l 
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が，加温または無加温で行われる。 トンネル早熟 15~7 月 1 1 月中旬 1 3 月下旬 110~12 t 1め・はつひ・米扮
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次着色したものから収穫するので，機械化は 1 1 1 1 1 -

14月下旬16月中旬山梨・栃木・長野(新豊玉
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トマトのハウス栽培の作型と気温・日射量の関係(千葉市) 温室構造は間口 9mの単棟とその 2，...._，3連棟

$ 

• -• 
が多い。

栽培品種は市場性の高い「愛知ファースト」

に限られている。作付体系は冬トマト一春夏

""'920 ~作メロン3 あるいはトマトを長期間栽培して
l 汎 年1作としてレる。中にはトマトとキュウリ

10温を組合せる例もある。

。 施設費が高いので，単価の高u、時に良品を

8 9 10 11 ，' 12 1 2 3 4 5 6 7 

生産する高い技術が前提となる。目標収量は

10 a当り 8，...._，9土で，愛知フナー;ストは変形

果が多いので，上物率を高めることが大切で

ある。
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一一最高気温ー;…最低気温・日平均日射量
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表 2 トマトの作型別生産費と収益 (10a当り)

と

話¥空竺吋成|温捌|SLAMa!夏秋川温室抑制一
組諸費 3，413 1 3，739 1 5，202 1 4，839 1 4，754 1 6，000 1 1.542 
肥料費 31，765 1 42，614 1 31，469 1 22，688 1 34，136 I 36，180 I 9，809 
農業薬剤費 15，217 I 11，258 1 12，520 I 7， 978 1 24， 187 1 18， 336 i 2，537 

光熱動力 ï~ 1 80， 1681 C防3除0，f6S5)1 468166 1，721 4786 ・14，1901 1，611 
その他諸材料資 14，'539I

C諸材
19料，2費10〉 14，837 28，O71 19，274 24，575 4，230 

土地改良
および水利!JIl I 2，570 一一 2，11711，391'1 3991 --1 291 

貸借料および料金 m -l m 一 丸399I 363 I 4， 450 

~土初布地改よ良ω設備費 2，900 1 4，784 j 5，038 1 1，213 1 3，159 1 5，901 1 669 

図主主施設費 175，981 153，555 119.415 34750 325 211.9831 685 

農具~ 1 26， ~~~ 1 21~ 360 1 26，8091 12， 1241 26，7361 35.，892 1 12，403 

蛮労 力働 集費費計〉 1!i1 M25936L12，18回160簡2 5 9 612，539 311，576 I 236，361 201，332 I 303，812 36，483 
〈うち家 606，004 I ' 308，718 I 229，887 I 198，672 I 303，812 I 33，231 
費用合 899，110 I 576，144 I 351，136 ・322，4871 657，232 1 74，710 

第一次生産~~ 1 595，109 1 899， 110 1 576，144 1 .351，136 1 322，487.1 657，232 1 74，710 
第二次生産!Ili 1 664，707 1 951，お51 622，776 1 368， 6ぬ 1348，674 1 695，6641 92，386 

10a当たり収益 I I I I 
収 1立(kg) 1 10， 345 ， 8， 482 I 9，935 1 8，694 ， 8，573 1 7， 981 ， 

1 n::' ~:~ 1. ':.~' :~: 1 "~:' :~~ 1 '0:' ~:: I ."~' ~:~ I ̂':' ::: 1 種を台木につぎ木して栽培する。粗収益〈円) 1 926，020 11，641， 138 1 761，543 1 407，122 1 479，423 1 810，930 I 
利 i悶(円) 1 261，313 1 689，803 1 ，138，767 1 38，429 1 130，749 1 115，266 I 11，047 越冬長期栽培
所得〈円) 1 562，49611，叫0321 494，1川瓜8引杭印8'j 4町5川仰54 1作で 2作分以上の収穫を期待する栽培
家族労働 1 .nn OM  1. nM  '00;' 1 "" '0_1 n~o n.~ I non ，̂' 1 ..n n"n I 1 492，ω8 11，295，807 1 447，485，1 268，316 I 329，421 I 419，078 i 44，278 報酬明)I ，.w， ~V~ r w__， :，v. I ~T! ， ~VV 1 wV~， v，v 1 .."'-， ~W. I 1 で，上述した抑制栽培を延長して，冬から初

1日当たりの I 3，3571 3，蜘I2，8031 丸山 I3，421 I 1，775 I 2，080 夏までとり続けるもので， 12，._.，15段以上とる家族労働報酬 V， vv， I v， vvv 1 w， ~VV .， ，.， 'V' 1 v， ~W. I .， ~. V I 

10a当たりの 1 1 ')10 0 I 1') Cr)I¥. n I 1 nnn .. I 1 I¥.，n J I ，.，on ~ I .. o(¥n 0 I一一一一ーと，蔓の長さは4m以上になる。普通は 8""'
1 1，218. 8 I 2，629. 9 I 1，290. 1 I 1，039. 4 I 782. 6 1 1，899. 3 I 187. 9 

労働時間〈日の! ! 十 ! .， vv"..~ ! '，ur... u ! 1 9月にまいて10，....，11月に植付けると， 12月か
調査対象府県 l静岡，愛知;1静 岡l茨城，，.禁，1兵 庫悔烏，栃木..1三 重 1:長 野

I r~r 1'-'4 l:~:' ~:' 1 巴 ，-....， らとれて， 6月一杯としても 7カ月収穫する。
高知，宮崎| 岐』札静岡，1 I千葉，山梨，1 I 

|愛知，奈良，1 梶野，京都，1 1 夏に育苗して秋に定植するので，育苗と定
|福岡 | 民廊，奈良，1 1 

白一一一一一一 ! | 戸 ! ! 植後初期の管理は極めて容易である。しかし
昭和知〈昭和) 1 川 イ 川 47

1 川
〔注〕農林省「作物統計;jnB和連7ギ版による'。…

ビニールハウス半促成栽培

これが施設トマトの中心的な作型であり，全国的にみ

てももっとも多い。秋のキュウリと組合せた年2作体系

が多い。収穫盛期はおおむね4，._.，6月で， 5，._.， 6段摘芯

では10，._.，12tの収量が期待される。

早い半促成栽培には温室同様，重装備を必要とする

が，普通は栽培の初期に温風暖房機を利用する程度であ

る。ハウスは 1棟 1，000nI-くらいの大型単棟，もしくは

丸屋根式の多連棟ハゥ:スが多い己

この栽培型では，低温期の暖房とともに，初夏になる

と室内が高温となって，そのために不良果を多くしてい

るので，日中の室内の換気がとくに重要である。

作付期間は，抑制栽培とのかねあいで決めることにな

るが，春トマトに重点をおく場合は;できるだけ早くス

タートするごとによっτ良質多収ができる。

科 学 昭和50年8月1日

ビニールハウス抑制栽培

これもハウス栽培の年2作体系として，春

キュウリ一秋トマトとなる組合せが増加して

いる。抑制は半促成の場合と違って夏から始

まるために育苗が容易で、あり， 12月頃までで

あれば暖房の必要もないのでγ施設トマトの

うちではもっとも省資材，省力的である。し

かも最近は，秋の需要がのびて価格も恵まれ

ている。

栽培期間が短いために3 収量は春作よりも

少なめであるが，後半暖房すれば， 1月末ご

ろまでとり続けることができる。

スイカ・メロンのパイプハウスの秋作に抑

制トマトが導入される例が多し)。この場合に

は3，._.，4段摘芯となる。高温期に始まるの

で，この栽培型では耐病虫性品種の利用 3 必

要性が大きい。青枯病の地帯では，抵抗性品

46 冬の低温弱光期を経過するので， 2，._.， 3月の

収量が少なし、。そしてこの期間の管理が容易

でない。暖房の温度，誘引整枝，とくに蔓下げ労力が大

変である。ただこの栽培では，収穫が 1時期に集中する

ことがないので，半促成栽培よりは比較的大面積栽培で

きる利点がある。また真夏の高温期をさけて栽培するの

で，健康管理上からもよい栽培型である。

大切なことは，長期間品質を落さず多収できるため

に，土壌条件を良好に保つ土作りと肥培管理である。
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